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瑩

・
峨
師
資

に
お
け

る

「月
有

両
箇
」
話

に

つ
い
て

原

田

弘

道

一

日
本

曹

洞

宗

に

は
総

持

寺

開

山

瑩

山

紹

瑛

(
一
二
六
八
ー
,一
三
二
五
)

と
そ

の
法

嗣

峨

山

紹

碩

(
一
二
七
五
1

一
三
六
五
)

の

応

酬

を

一
則

の
公

案

に

し

た

「
月

有

両

箇

」

と

い
う

話
が

伝

え

ら

れ

て

い
る

。

峨

山

の
伝

記

資

料

で
あ

る

『
峨

山
和

尚

行

状

』

に

よ
る

と

、

瑛

一
夕
翫
月
次

。
師
侍

レ
座
。
瑛
忽
云
。
禰
知
三
月
有
二
両
箇

一乎
。
師
曰
。
不

是
。
瑛
曰
。
不
レ
知
三
月
有
二
両
箇

一者
。
不
レ
能
レ
成
二
洞

上
種
草

一。
師
於
レ
是

旦

昏

励
レ志
無
レ
措

。
三
年
十

二
月
念
三
夜
半
。
瑩
山
間
レ
師
云
。
或
時
教
二
伊
揚

眉
瞬

目

一便
是

。
或
時

不
レ
教
二
伊
揚
眉
瞬

目
一便
是
。
這
箇

且
置
。
看
紹
瑛

一

弾

指
如
何

。
師
言
下
大
悟
。
瑛
知
二
師
悟

入
一詰
問

曰
。
石
女
胎
地
意
旨
作
磨

生
。
師
曰
。

昔
年
憶
得
石

胎
弛

。

今

日
正
看
蛇
胎
石
。

山
便
為
レ
之
証

明
。

(
『
曹
洞
宗

全
書
』
史
伝
下
)

と

正

安

三

(
一
三
〇

一
)
年

、

二

七
歳

の
時

の
事

で

あ

る

。

同

文

の

も

の
が

『
続

群

書

類

従

』

巻

二

百

三

十

五

に

も
見

え

る
。

こ

の
公

案

は

瑩

山

門

派

の
枢

要

な

話

と

し

て
尊

重

さ

れ

て

き

た

の

に
、

と

り
あ

げ

解

説

さ

れ

た
例

は
少

な

く

、

総

持

寺

独

住

十

七
世

本

行

玄

宗

(
渡
辺
氏
、

一
八
六
九
ー

一
九

六
三
)

の

も

の
が

恐

ら

く

近

代

で

は

最
初

の
も

の

で
は

な

い

か

と

思

う

。

平

易

な

解

説

で

、

『
現

代

名

僧

講

話

・
渡

辺

玄

宗

集
』

「
四

時

の
法

味

(
秋

の
巻

)

の

「
両

箇

の
月

」

に
、

総
持
寺

の
御
開
山
で
あ

る
太

祖
常

済
大
師
が
二
代
様
の
峨

山
紹
碩

師
を
随

え

て
月
を
御
覧

に
な

っ
て
居

っ
た
。
空
は
あ
く
ま
で
澄
み
わ
た

っ
て

い
る
。

月

は
鮫

々
と

し
て
照
ら
し
ぬ

い
て

い
る
。
身
も
心
も
そ
ぞ
ろ

に
光
り

に
映
徹

す

る
か
の
如
く

で
あ

っ
た
。

そ

の
時
、
太
祖
様
が
峨
山
様

に
向

っ
て
、
「
お
前

は
月

に
両
箇
あ

る

こ
と

を
知

っ
て
い
る
か
、
ど
う
だ
」
と

お
尋
ね

に
な

っ
た
。
峨
山
様

は

「
ハ
イ
」

と
御
返
事

を
し
た
が
、
頭
を
さ
げ

た
き

り
で
、
そ

れ
以
上

の
お
答

え
が
出
来

な
か

っ
た
。

「
月
に
両
箇
あ

る
こ
と

を
知
ら
ぬ
者
は

わ

が
宗

門

の
後
継

ぎ
は
、

出
来
な

い
そ
!

」

厳
し

い
お
言
葉

に
峨

山
様

は
、

胆
を
冷

や
さ
ず

に
は
居

ら
れ
な
か

っ
た
。

そ

れ
か
ら
と

い
う
も

の
は
今
迄

に
無
く
、

一
層

の
励
み
を

つ
け
て
坐

禅
を
し

761



瑩

・
峨
師
資

に
お
け
る

「月
有

両
箇
」
話

に

つ
い
て

(原

田
)

二

一
六

四

六
時

の
行
持

に
懸
命

の
誠

を
こ
め
て
修
行
さ
れ
三
年

の
後

、
正
安
三
年
十

二
月
二
十
三
日
空

の
寒
月
が
万
象
を
照
り
輝
か
せ
て

い
る
あ
り
さ
ま
を
御
覧

に
な
る
と
共

に
、

「
あ
あ
こ

こ
だ
」

と
お
気
が

つ
か

れ

た
。

月
に
両
箇
あ
り

即

ち
月
が
二

つ
あ

る
と

い
う

の
は
、
中
天

に
か
か

っ
て
澄

み
ぬ

い
て

い
る
月

と
、
そ

の
月
が
光

を
放

っ
て
物
皆
を
あ
ま
ね
く
照
ら

し
わ

た

っ
て

い

る
光

と
、

二

つ
の
働
き

の
こ
と
を
申
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

だ

か
ら
本
証

の
お
さ
と
り
を
皓
潔
な
ら

し
め
る
と
共

に
、
そ

の
皓
潔

の
境

界
が
、

日
々
の

つ
と

め
の
上

に
、

一
つ

一
つ
御
飯
を

た
べ
る
こ
と
か
ら
、

お

茶

を
飲
む

こ
と

か
ら
、
乃
至
各
自

の
仕
事

の
上

に
、
そ

の
ま

ま
顕
現

し
て
来

る

の
で
な
か

っ
た
ら
、
本
当

に
出
来
た
人
と
は

い
わ
れ
な

い
。

こ
れ
を
妙
修

と

い
う

の
だ
。
(
傍
点
筆
者
)

と

述

べ

て

い
る

。

こ

の
見
解

に

対

し

て
、

佐

橋

法

竜

氏

が

二

つ
の
点

で
異

議

が

あ

る

と

し

て

、

第

一
は

瑩

山

の

い
う

両

箇

が

は

た

し

て
真

如

の
両

面

(体
と
用

・

相
)

を

た

と

え

た

も

の

か
ど

う

か

と

い
う

こ
と

で
あ

り

、

第

二

は
、
「
玄

宗

の

心

性
観

に

心

性

を

固

定

的

実

体

の
よ

う

に

み

て

い

る
趣

が

強

い

こ

と

で
あ

る
」

(
『
禅
』
)

と

し

て

い
る
。

二

第

一
に

つ
い

て
、

「
禰

、

月

に
両

箇

有

る

を

知

る

や

」

と
問

う

た

意

味

は

、

「
趙

州
無

」

の
公

案

と

同

じ

く

、

一
つ

し

か

な

い
唯

一
絶

対

の

自

己

心

性

を
あ

え

て

「
二

つ
あ

る

」

と

い
う

こ
と

に

よ

っ
て

、

峨

山

の

固
定
し
た
常
識
的

・
相
対
的
な
概
念
な
い
し
思
考
を
打
破
し
、
さ
ら
に

は

一
つ
だ
の
二

つ
だ
の
、
有
だ
の
無
だ
の
と
考
え
る

「従
前
の
悪
知
悪

覚
」
(『無
門
関
』)、

つ
ま
り

「
心
意
識
の
運
転
」
や

「念
想
観
の
測
量
」

を
完
全
に
停
止
し
た
徹
底
無
の
境
界
に
お
い
て
、
自
己
本
具
の
心
性
を

「
自
知
」
さ
せ
よ
う
と
し
た
も

の
で
、
非
思
量
の
当
境
だ
と
解
釈
し
て

い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
瑩
山
が
無
門
慧
開
の
法
嗣
、

心
地
覚
心

(
一
二

〇
七
-

一
二
九
八
)
に
参
じ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
瑩
山
末
後
の

一
偈

の
句
が
慧
開
の
語
録
に
見
出
さ
れ
、
影
響
感
化
の
大
な
る
こ
と
が
光
地

英
学
氏
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
、
ま
た
佐
橋
氏

は

「洞
谷
五
祖
行
実
」
の

「
故
人
日
、
念
起
是
病
、
不
続
是
薬
」
に
よ

っ
て
、
瑩
山
の
家
風
、
思

想
が
覚
心
の
そ
れ
と

一
脈
通
ず
る
こ
と
は
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
東
隆
真
氏
は

『
瑩
山
禅
帥

の
研
究
』
で
疑
義
を
呈
し

て

い
る
が
、
「
初
期
の
日
本
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
法
灯
派
と
の
交
渉
」
で

は
、
光
地
氏
の
見
解
を
全
く
否
定
す
る
ほ
ど

の
強
力
さ
は
見
受
け
ら
れ

ず
、
従

っ
て
光
地
氏
の
見
解
を
承
け
て
い
る
佐
橋
氏
の
所
論
を
あ
な
が

ち
牽
強
附
会
と
し
て
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

『無
門
関
』
「
趙
州
無
字
」
は
五
祖
法
演

(
1

一
一
〇
四
)
に
始
ま

る
。

そ
し
て

「無
」
に
有
無
を
超
え
た
絶
対
の

「
無
」
と
い
う
新
た
な
意
味

を
与
え
る
と
同
時
に
、
む
し
ろ
学
人
を
し
て
そ
の
境
界
を
把
握
せ
し
め

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
即
ち
彼
の

『
語
録
』
に
、
「老
僧
尋
常
只

与
無
字
便
休
、
爾
若
透
得
這

一
箇
字
。
天
下
人
不
奈
爾
何
。
爾
諸
人
作
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二

一
七

磨
生
透
。
還
有
透
得
徹
底
磨
。
有
則
出
来
道
看
。
我
也
不
要
爾
道
有
。

也
不
要
爾
道
無
。

也
不
要
爾
道
不
有
不
無
。
爾
作
腰
生
道
。

珍
重
。」

と
あ
り
、
こ
こ
に

「
無
字
」

の
み
を
と
り
あ
げ
る
理
由
が
説
か
れ
る
。

趙
州

の
い
う
無
が
、
有
無
相
対
の
無
で
も
な
け
れ
ば
、
有
無
を
離
れ

た
絶
対

の
虚
無
で
も
な
い
と
し
て
、
「無
字
」
そ

の
も

の
を
透
得
し
徹

す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
大
慧
宗
呆
も
同
じ
く

『
大
慧
書
』
「答
富

枢
密
」

に

「無
」
を
器
杖

つ
ま
り
刀
剣
と
し
て
、

一
切
を
戴
断
し
て
し

ま
わ
な
け
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
絶
対
無
的
主
体
を
体
験
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
す
る
。
無
門
は
そ
の
場
合

『無
門
関
』
第

一
則

「趙
州
無
字
」

の
評
唱

で
、

一
切

の
理
路
を
断
絶
し
た
自
由
を
得
る
方
法
と
し
て
説
い

て
い
る
。
全
く
同
じ
手
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「無
字
」
の
工
夫
は
、
思
索
と
想
像

へ
の
通
路
を
す
べ

て
裁
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
大
悟
徹
底
を
め
ざ
す
、
そ
の

特
殊
な
機
関
で
あ
る
。

看
話
禅
は
、
無
字
の
工
夫
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
い
う
。
看
話
見
性
の

場
合
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
疑
情
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
は
知
的
懐

疑
や
倫
理
的
懐
疑
と
違

っ
て
観
念

・
感
情

・
意
志
の
す
べ
て
が

「疑
」

そ
の
も

の
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
果
た
さ
れ
る
見
性
は
、

言
説
や
推
理
を
超
え
、
意
識

の
限
界
を
超
脱
し
た
処
に
別
生
涯
が
あ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
だ
と
す
る
。

こ
れ
に
至
る
手
段
と
し
て

「
無
字
」

の

公
案
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う

い
っ
た
あ

り
方
に
対
し

て
道
元
は
、
特
に
大
慧
に
対
し
て
、

『
正
法
眼
蔵
』
「説
心
説
性
」
巻
に
、
大
慧
が

い
う
説
心
説
性
と
は
、
心

と
説
き
性
と
説
く
分
別
心
を
投
げ
捨
て
る
と

こ
ろ
に
仏
法
の
悟
り
が
あ

ら
わ
れ
る
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
し
て
、
心
が
即
ち
性

(仏
性
)

で
あ

り
、
心
性
と
は
行
と
証
が
実
現
す
る
こ
と

(説
)
に
あ
る
と
い
う

道
理
を
体
得
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
ま
た

「神
通
」
巻
に
、
切

-

絶
対
、
な
り
き
り
の
心
で
あ
り
、
そ
れ
が
不
染
汚
心
で
あ
り
平
常

心
、
非
思
量
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

瑩
山
も
道
元
の
説
く
非
思
量
を
説

い
て
い
る
の
は
随
処
に
見
え
る
。

『坐
禅
用
心
記
』
に
は

『普
勧
坐
禅
儀
』
や
和
文

「
坐
輝
儀
」
を
承

け

た
言
葉
が
み
え
、
道
元
の
非
思
量
を
内
容
と
す
る
坐
禅
観
を
正
し
く
継

承
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
更
に

『
洞
谷
開
山
瑩
山
和
尚
之
法

語
』
(補
遺
)
に
は
、
「然
れ
ぽ
悟
と
不
悟
を
不
顧
、

証
と
不
証
と
を
思

わ
ず
、
端
坐
し
て
動
ぜ
ざ
る
事
、
須
弥
の
如
く
な
る
べ
し
。
即
心
成
仏

の
直
道
也
…
…
是
を
非
思
量

の
修
行
と
す

。」
と
、
証

・
不
証
、
悟

・

不
悟
に
干
ら
ず
、
端
坐
の
と
こ
ろ
非
思
量
が
現
成
す
る
と
い
う
。

従

っ
て
瑩
山
の

「
無
字
」
の
拮
提
も
こ
の
立
場
か
ら
見
な
け
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
覚
心
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
、
や
は
り

無
門
慧
開
の
理
解
と
は

一
線
を
画
し
て
見
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
即
ち

『
洞
谷
記
』
に

「
僧
問
、
狗
子
無
仏
性
。
作
贋

生
会
。
師
云
。
向
二
趙
州

(開
か
)

未

レ
問

/
口
前

一可

レ
会

。

僧

日
。

前

山

雪

為

レ
誰

白
。

師

云

。

知

二
雪

不

ワ

白

始

得

。
遂

示

レ
頚

云
。
蔵

二
身

雪

裏

一没

蹴
跡

。
弁

レ
白

無

レ
人

誰

説

レ
寒

。

一
二
任

風

光

一図

巨

レ
得

。」

と
あ

る
。
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・
峨
師
資

に
お
け

る

「
月
有
両
箇
」
話
に

つ
い
て

(原

田
)

二

一
八

こ
こ
に
、
五
祖
、
大
慧
、
無
門
の

「無
宇
」
に
対
す
る
評
唱
と
を
比

較
し
て
み
る
と
明
確
な
相
違
が
見
て
と
れ
る
。
即
ち
瑩
山
の
解
説
に
は

「無
字
」

を
特
殊
的
に
限
定
し
て
見
性
せ
し
め
よ
う

と
す

る
姿
勢
は
見

え
ず
、
少
く
と
も
看
話
禅
的
で
は
な
い
。

三

瑩
山
以
後
の
人
達
の
見
解
に
つ
い
て
見
る
に
、
徳
翁
良
高
の

『
続
日

域
洞
上
諸
祖
伝
』
及
び
霊
南
秀
恕
の

『
日
本
洞
上
聯
灯
録
』
四
に
薩
摩

福
昌
寺

の
石
屋
真
梁

の
法
嗣
大
寧
寺
智
翁
永
宗
(
一
三
七
二
-

一
四
二
六
)

の
伝
に
、
「
月
有
両
箇
」
の
公
案
が
み
え
、
同
文
で
あ

る
。
そ
れ

は
自

己
を
空
し
う
し
、

一
切
の
捉
わ
れ
を
離
れ
て
無
常

に
な

り
き

っ
た
と

き
、
鳥
が
空
を
飛
ぶ
如
き

「没
躍
跡
」
の
働
き
と
な
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
即
ち
常
識
を
は
じ
め
、
様
々
な
固
定
観
念
や
迷
情
妄
執
に
圭
礒

さ
れ
ざ
る
自
由
性
の
あ
り
方
を

「
月
有
両
箇
」
で
示
し
て
い
る
。

従

っ
て
、
渡
辺
禅
師
が
い
う
両
箇
を
、
「澄
み
ぬ
い
て

い
る
月
」
と

「照
ら
し
わ

た
っ
て

い
る
光
」
と
の
体
と
そ
の
働
き
と
二
つ
に
見
る
見

方
は
と

ら

な

い
。
そ

れ

は
釣
語
に
対
す
る
峨
山
の
答
の

「昔
年
石
胎

馳
」
と

「今
日
蛇
胎
石
」

の
矛
盾
的
脱
落
の
意
味
を
見
落
し
て
い
る
か

ら
で
あ

る
。
ま
た
佐
橋
氏
の

「趙
州
無
字
」
の
逆
の
論
法
を
と

っ
た
も

の
と
考
え
る
見
方
に
も
、
に
わ
か
に
同
調
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
看
話
禅
的

「
無
字
」
に
結
び
つ
け
る
に
は
無
理
が

あ

る
と

い
う

こ

と
、
瑩
山
の
無
字
の
拮
提
が
看
話
禅
者
の
そ
れ
と
は
明
確
に
異
な
る
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
前
述
の
如
く
何
よ
り
も
、
古
則
公
案
に
よ
る
看
話

禅
0
見
性
体
験
の

「無
」
と
曹
洞
禅

の
現
成

公
案
の

「非
思
量
」
と
は

同

一
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
従

っ
て

「
月
有
両
箇
」
は

「非

思
量
」
の
上
か
ら
見
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
佐
橋
氏
が

「月
有
両
箇
」
を

「無
字
」
に
引
き
寄
せ
て
解
釈

し
て
い
る
の
は
、
既
に
先
例
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
了
庵
慧
明
の
法
嗣

補
陀
寺
無
極
慧
徹

(
一
三
五
〇
ー

一
四
三
〇
)
が
そ
れ
で
、
彼
は

『
洞
上

聯
灯
録
』
四
に
、
道
元
に
お
け
る
重
要
な
宗

旨
を
示
す

「身
心
脱
落
」

を
と
り
あ
げ
問
答
を
行

っ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
問
答
を
は
さ
ん
で
前

後
に
両
箇
の
月
の
記
事
が

み
え

る
。
「点
燭
」
を
契
機
に

「両
箇
月
」

が
現
ず
る
の
を
見
て
大
悟
し
た
の
は
、
体
と
用

・
相
の

一
如
の
働
き
を

体
解
し
た
こ
と
を
示
す
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
し
て
こ
れ
ま
た
渡
辺
禅

師
の
見
解
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

「見
明
星
」
「達
磨
安
心
」
の
問
答
に
続
い
て

「
身
心
脱
落
」
話
が
あ

り
、
そ
し
て
、
「
問
。
承
聞
和
尚
曽
在
二最
乗

一見
二両
箇
月
一。
是
也
否
。

師
云
。
是
。
僧
日
。
見
処
作
慶
生
。
師
云
。
曽

子
誰
不
レ如
二
趙
州
無

一。」

と
続
い
て
い
る
。

『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』
巻
下
、
『
上
州
大
泉

山
補
陀
寺
続
伝
記
』
の
最

初
に
、
「開
祖
無
極
慧
徹
」
と
し
て
伝
記
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
「点

燭
時
大
悟
」
の
話
は
共
に
見
え
る
が
、
「身

心
脱
落
話
」
と
「見
二
両
箇

月
一…
…
曽
子
誰
不
レ
如
二趙
州
無

一。」
は
見
え
ず
、
『洞
上
聯
灯
録
』
四

に
の
み
両
話
が
見
え
る
。
こ
れ
は
中
世
で
は
道
元
、
瑩
山
両
祖
の
枢
要
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瑩

.
峨
師
資

に
お
け
る

「
月
有
両
箇
」
話

に

つ
い
て

(
原

田
)

一
二

九

な
公
案

を
伝
え
て
い
る
の
は
無
極
慧
徹

一
人
の
み
で
あ
る
。

「
両
箇
月
」
を
会
得
す
る
に
は
慧
徹
が

「不
如
趙
州
無
」
と

い
う

の

は
、
佐
橋
氏
の
見
解
と
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り

「身
心
脱

落
」
に
対
す
る
見
解
を
通
し
て
見
て
も
、
大
慧
や
慧
開
の
理
解
と
は
違

い
瑩
山

に
つ
な
が
る
理
解
と
見
る
の
が
素
直
な
見
方
と
思
う
。
そ
れ
は

彼
が
法
嗣

の
月
江
正
文

(1

一
四
六
二
)
に
与
え
た
附
与
状

(竜
泰
寺
蔵
)

に

「
示
二
正
文
首
座
一家
之
大
事
、

フ
シ
キ
上
ノ

一
句
、
不
識
上
、
月
ノ

二

マ
イ
、
月
両
ケ
、
ナ

ヘ
ン
サ
ラ

ニ
ハ
ン
ト
ノ
ア
ル
ア
リ
、
偏
正

一
サ

イ

ニ
行

ス
、
幻
人
ノ
参
、
本
位

ノ
中
分
二
偏
正
一、
性
見
ノ
人
、
タ
ン
テ

キ
ノ

一
句
、
太
平
山
裏
ノ
老
禅
和
、
不
レ動
二干
文
一弁
ご類
鍛

一、
十
二

時
中
端
的

ノ
眼
、
会
慶
、
静
処
娑
婆
詞
」
と
あ
り
、
綿
密
の
曹
洞
宗
風

を
示
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

四

さ
て
、
第
二
に
は
両
箇
の
月
が
仏
教
学
乃
至

『大
乗
起
信
論
』
で
説

か
れ
る
よ
う
な
、
中
天
の
月
は
真
如
の
体
、

そ
の
光
は
真
如
の
用

(は

た
ら
き
)
な
い
し
相

(す
が
た
)
と
い
う
解
釈
に
伴
う
心
性
観
、
即
ち
渡

辺
禅
師
が

心
性
を
固
定
的
実
体
の
よ
う
に
見
て
い
る
と
い
う
見
解
に
つ

い
て
の
問

題
で
あ
る
。

両
箇
の
月
の
類
則
と
し
て
、

一
般
に
は
こ
ち
ら
の
方
が
有
名
で
あ
る

が
、
『従

容
録
』
二

一
則

「雲
巌
掃
地
」
が
あ
る
。
薬
山
惟
巌
の
法
嗣
、

雲
巌
曇
晟

(七
八
二
-
八
四
一
)
と
道
吾
円
智

(七
六
五
-
八
二
五
)
と
の

間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
で
あ
る
。
瑩
山
、
峨
山
、
特
に
瑩
山
は

『
宏
智

頚
古
』
を
通
し
て
、
こ
の
公
案
は
知

っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
と
思
う
。

こ
れ
は
第
二
月
は
だ
め
だ
か
ら
、
第

一
月

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
の
は
、
身
心
、
理
事
、
掃
地
弁
道
の
隔
別
の
二
元
論
に
な

っ
て
し

ま
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
第

一
月

に
と
ら
わ
れ
る
と
第

一
月

で
な
く
な

っ
て
、
第
二
月
に
な

っ
て
し
ま
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で

あ
る
。
従

っ
て
、
身
心
、
性
相
、
体

・
相
用
も
同
様
で
あ
る
が
、
心
性

観
に
関
し
て
佐
橋
氏
が
渡
辺
禅
師
批
判
の
前
提
と
し
て
い
る
の
は
、
宇

井
博
士
が

「
い
わ
ば
、
宇
宙
な
り
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
に
考
え
ら
れ
得
る

一
切
な
り
を
、
す
べ
て

一
つ
の
全
体
と
見
、

そ
の
な
か
に
差
別
対
立
をおお

含
む
と
考
え
ず
に
、
,全
く
平
等
と
見
な
す
場
合
を
さ
す
と
い
え
ば
、
大

よ
そ凡
の
概
念
は
得
ら
れ
よ
う
。」
(『仏
教
汎
論
』)
と
い
う

に
対
し

て
、
「
私

は
理
を
こ
う
説
明
し
て
お
き
た
い
。
宇
宙
の
全
存
在

(
一
切
諸
法
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
も
の
)
を
貫
い
て

い
る
絶
対
の
理
法

を
、
全
存
在

そ
の
も
の
の
姿

(相
)
で
と
ら

え
た
も

の
、
そ
れ
が
理

(真
理
)
で
あ

る
ー

と

。
」

(
『禅
』
)

と
あ

る
見

解

に
基

い
て

の
解

釈

で

あ

る

。

渡
辺
禅
師
の

「中
天
に
か
か

っ
て
澄
み
ぬ
い
て
い
る
月
」
を
実
体
的

固
定
的
で
あ
る
と
す
る
の
は
、

「
だ
か
ら
本
証

の
お
さ
と
り
…
…
」
(前

掲
文
参
照
)
と
い
う
に
対
し
て
で
あ

る
。
普
通
、
月
ー
理
、
理
法
は
あ

く
ま
で
抽
象
的
無
実
体
の
も
の
で
、
具
体
的

に
は
全
存
在
そ
の
も
の
が

そ
の
現
れ
と
見
る
も
の
で
あ

る
が
、

一
面
に
全
存
在

の
本
体

(固
定
的

実
体
)
と
も
い
う
べ
き
性
質
を
も

っ
て
い
る
と

い
う
印
象
を
受
け

る
と
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瑩

・
峨
師
資

に
お
け

る

「
月
有
両
箇
」
話

に

つ
い
て

(
原

田
)

二
二
〇

い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
確
か
に
佐
橋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
性
格
は
否
定
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
渡
辺
禅
師
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
理
と

事
、
正
と
偏
が

一
に
し
て
二
、
二
に
し

て

一
と

い
う

こ
と

で
、
存
在

(現
象
)
の
根
底
に
あ

っ
て
、
常
に
そ
れ
ら
の
相

・
特
質
を
に
な
う
本
体

と
い
う
概
念
よ
り
も
、
抽
象
的
観
念
的
な
理
の
性
格
が
強
い
も
の
で
、

む
し
ろ
そ

の
理
を
具
体
的
存
在
そ
の
も
の
に
即
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を

重
ん
じ
て
い
る
と
理
解
し
た
方
が
よ
い
よ
う

に
思
う
。
「そ
の
皓
潔
の

境
界
が
、
日
々
の
つ
と
め
の
上
に
…
…
乃
至
各
自
の
仕
事
の
上
に
、
そ

の
ま
玉
顕
現
し
て
…
…
こ
れ
を
妙
修
」
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
に
理

解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
し
実
体
的
心
性
観
を
強
調
し
過
ぎ
て
い
る
。

『
日
本
の
禅
』
に
は
、
瑩
山
と
峨
山
の
こ
の
問
答
に
つ
い
て
の
現
代
語

訳
及
び
解
説
が
あ
る
。
そ
の
中
に

「心
身
湛
寂
、
物
我
倶
忘
」
は
無
字

の
工
夫
に

よ

る
「従
前
の
悪
知
悪
覚
」
(『無
門
関
』
)
を
蕩
尽
し
、

「有

無
の
会
』
を
捨
て

「自
然
内
外
打
成

一
片
」
と
な
る
こ
と
を
想
起
せ
し

め
る
。
道
元
が
批
判
す

る

「
大
慧

の
説
心
説
性
」i

心
性
観
に
も
通

ず
る
点
、
問
題
な
し
と
し
な

い
が
、
「
石
の
蛇
を
胎
め
る
」
と

「
蛇
の

石
を
胎
め
る
」
は
、
理
の
中
の
事

(正
中
偏
)、
事
の
中
の
理

(偏
中
正
)、

そ
れ
が

一
に
し
て
二
、
二
に
し
て

一
、
し
か
も
そ
の
い
ず
れ
に
も
よ
ら

ざ
る
無
碍
自
在
の
境
界
と
そ

の
働
き
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
は
、
渡
辺

禅
師
の
見
解
を

一
歩
進
め
た
も

の
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。

こ
の
よ
う
に

「両
箇
月
」
を
捉
え
て
い
る
が
、

一
と
二
、
第

一
月
と

第

二

月

は

本

体

と

そ

の
現

象

と

い

う

よ
う

に
固

定

的

実

体

的

に
見

る

べ

き

で

な

い

こ
と

は

明

白

で

あ

る

が

、

こ
の
問

題

に
瑩

山
が

明
構

な
解

答

を

与

え

て

い

る

。

そ

れ

は

『
秘

密

正
法

眼

蔵
』

の
中

の
五

祖
法

演

の

「
情

女

離

魂
」

に
対

す

る
見

解

で

あ

る
。

こ

の
公
案

は

原

理

的

に
は

、

「
月
有

両
箇

」
、

「
雲

巌

掃

地
」

の

第

一
月

と

第

二
月

、

体

と

相

・
用

、

ま

た

は

広

く

一
と

二

に
共

通

す

る

問

題

を
含

ん

で

い
る

。

「
情

女

離

魂
」

は
周

知

の
如

く

、

『
無

門

関

』

第

一
四

則

で
、

本
則

は

「
挙

、

五

祖

禅

師

。

問

レ
僧

。

情

女
離

魂

。

那
箇

是

真
底

。

僧

無

対

。
」

で
あ

る

。

瑩

山

は

こ
れ

に
解

説

し

て
、

『
常

済

大

師

全
集

』

に
、

若

一
箇
云
二
已
是
両
箇

一。
為
二
什
塵

一
一
箇
。
若

曰
二
両
箇

已
是

一
箇

一。
為
二
什

磨

一両
箇
。

且
道
。
那
箇
真
底
。

釈
迦

牟
尼
仏

。

現
二
千
百
億
化
身

一。

観
音

大
士
。

具
ご
許
多
手
眼

一。

是

同
是

別
乎
。

所
以

云
。

上
至
二
有
頂
点

一。
下

至
二
阿
鼻
獄

一。
皆
如
二
金

色

一。

故
無
二
自
他
相

一無
二
人
我
相

一。
是
箇
時
節
。

那
箇
是
釈
迦
。

那
箇
是

観
音

。
又
文
殊
於
二
酒
躍

婬
房
屠
処
之
三
処

一過
レ
夏
。

迦
葉
欲
ご
損

出

一而
近
/
槌
。

即
見
二
百
千

万
億
文
殊

一。

釈
尊

云
。

迦
葉
欲
レ

摘
二
那
箇
文
殊

一。
迦

葉
無
レ
対
。
是
箇
時
節

。
那
箇
是
文
殊
。
那
箇
是
迦
葉
。

那
箇
是
真
底

。
試
道

看
。
釈
尊
言
中
有
レ響

。
乃
云
。
欲
レ
濱
二
那
箇
文
殊

一。

若

会
二
得
此

語

一。
須
レ
見
二
得
情

女
離
魂
之
話

一。

と

あ

る
。

こ
れ

は

二
人

の
情

女

が

全

く
同

じ

で

全

く
別

だ

と

い
う

こ
と

が

こ

の
話

の
眼

目

で
あ

る
。

明

ら

か

に
矛

盾

概

念

で
あ

る
。

そ

れ

は

釈

迦

牟

尼

仏

と

千

百

億

化

身

仏

、

観

音

大

士

と

千

手

千

眼
観

音

、

文

殊

と

百

千

億

文

殊

と

て
同

様

で
あ

る

。

共

に

「
那

箇

是

真
底

」

(両
箇
月
那

箇
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瑩

・
峨
師
資

に
お
け

る

「
月
有

両
箇
」
話

に

つ
い
て

(
原

田
)

二
二

一

是
真
底
)
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
得
る
か
。

本
文
中

に

「故
無
二
自
他
相
一無
二
人
我
相

一。」
と
あ
る
。
自
他
、
人
我

の
想
の
否
定
に
お
い
て
、
即
ち
二
見
対
待
の
脱
落
、

一
法
究
尽
、
没
蹴

跡
の
境
に
お
い
て
、
い
ず
れ
を
も
無
視
す
る
こ
と
な
く
、
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
き
働
き
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
超
論
理
で
あ
り
、
「
仏
向

上
な
る
ゆ
ゑ
に
非
仏
な
り
。
…
…
脱
落
仏
面
目
な
る
ゆ
ゑ
に
い
ふ
。
脱

落
仏
身
心
な
る
ゆ
ゑ

に

い
ふ
。
」
(『正
法
眼
蔵
』
「仏
向
上
事
」
巻
)
と
あ

る
、
仏
前
仏
後
脱
落
の
現
成
公
案
の
世
界
、
「非
」
の
消
息
で
あ
る
。

対
立
が
睨
落
し
て
合

一
、

一
如
と
か
次
元
を
上
げ

る
と

い
う

こ
と

は
、
弁
証

法
の
正

・
反

・
合
と
は
異
な
り
、
正
と
反
が
合

一
止
揚
し
て

合
と
な
る
と
、
今
度
は
そ
の
合
が
正
に
な
り
、
そ
の
正
に
対
し
て
更
に

反
が
現
わ
れ
、
そ
の
高
次
の
正
と
反
が
止
揚
し
て
次
の
合
と
な
る
。
こ

れ
が
無
限

に
続
く
の
が
正
反
合
の
弁
証
法
で
あ

る
が
、
「非
」
で
は
合

一
(
一
如
、
止
揚
)
は
空

・
睨
落

一
回
き
り
の
も
の
で
あ
る
。
と
云
っ
て

も
二
つ
の
も
の
が

一
つ
と
な

っ
て
別
の
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
そ
れ
は
概
念
を
超
え
、
概
念
で
は
表
現
で
き
な
い
次
元
で
あ
る

か
ら
、
反

対
概
念
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
い
う
。
そ
こ
を

「
一
法
究

尽
」
「全
同
全
別
」
あ
る
い
は

「
一
方
証
、

一
方
暗
」

(現
成
公
案
)
と

い
い
、
実

践
的
体
験
的
に
云
え
ば

「な
り
き
り
」
で
あ
る
。

な
を

「非
」
で
は
合

一
、

一
如

(止
揚
)
は

一
回
限
り
で
あ

る
が
、

看
話
禅
で
は

コ

了

一
切
了
、

一
悟

一
切
悟
」
で
、
無
字
に
徹
底
参
到

し
て
果
た
さ
れ
る

「大
悟
見
性
」
を
契
機
と
し
て
、

一
切
の
も
の
へ
の

仏

眼

を

開

か

せ

る

こ

と

を
重

ん

ず

る

と

い

う
意

味

で

の

一
回

か
ぎ

り

(原
則
と
し
て
)
で
あ

る
。

し

か

し

曹

洞
禅

に
お
け

る

そ

れ

は
、

「
仏

道

は

、
初

発

心

の

と
き

も

仏

道

な

り
、

成

正

覚

の
と

き

も

仏

道

な

り

、
初

中

後

と

も

に

仏
道

な

り
。

…

…

至

愚

の

と

も
が

ら

お
も

ふ
ら

く

、

学

仏

道

の
時

は

仏

道

に

い

た

ら
ず

、

果

上

の
時

の
み
仏

道

な

り

と

。

挙

道

行

道

を

し

ら
ず

、

挙

道

証

道

を

し

ら
ざ

る

に

よ

り

て

か
く

の
ご

と

し

。
」

(
「説
心
説
性
」
)
と

、
自

己

本

道

中

に
あ

る

、

絶

対

待

、

万

里

一
条
鉄

の

行

道

と

い
う

意

味

の

一
回

か

ぎ

り

、

と

い
う

も
実

は

遅

了

八

刻

で

あ

る
。

故

に
、

「
説

心
説

性

」

巻

に
、

迷
人

の
み
仏
道
修
行

し
て
大
悟
す
と
学
し
て
、
不
迷

人
も
仏
道
修
行

し
て
大

悟
す
と
し
ら
ず
、

き
か
ざ
る
と
も
が
ら
、

か
く

の
ご
と
く

い
ふ
な
り
。
証
契

よ
り
さ
き

の
説
心
説
性
は
、

仏
道
な
り
と

い

へ
ど
も
、

説
心
説
性
し
て
証
契

す

る
な
り
。
証
契
は
、
迷
者

の
は
じ

め
て
大
悟
す
る
を

の
み
証
契
と

い
ふ
と

参
学
す
べ

か
ら
ず
。
迷
者
も
大
悟

し
悟
者
も
大
悟

し
、
不
悟
者
も
大
悟
し
、

不
迷
者
も
大
悟

し
、
証
契
者
も
証
契
す

る
な

り
、

し
か
あ
れ
ば
、
説
心
説
性

は
、
仏
道

の
正
直
な
り
。
果
公

こ
の
道
理

に
達

せ
ず
、
説

心
説
性
す
べ

か
ら

ず
と

い
ふ
、
仏
法

の
道
理

に
あ

ら
ず
。

と

い
う

。
平

常

底

に

お
け

る
説

心
説

性

が

没

躍
跡

の
非

思

量

の
働

き

と

な

り

、

と

り

も

な

お

さ
ず

「
月

有

両
箇

」

の
行
取

と

理
解

で
き

よ
う

。

〈
キ

ー
ワ
ー
ド
〉

無
字
、
非
思
量
、
説

心
説
性

(
駒
沢
大
学
教
授

)
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